
Case1 舌擦過でO-LSILとし、腫瘍性病変が疑われた一例

【年齢】60歳代

【性別】男性

【採取部位】右舌縁

【採取器具】オーセレックスブラシ

【標本作製法】LBC法 BD社 SurePath法

【臨床所見】白斑、疼痛

【臨床診断】白斑症の疑い

佐野 亜由美（宮崎県立日南病院 臨床検査科）


